別紙様式２

履　　　　歴　　　　書
	ふ　　り　　が　　な

氏　　　　　　名
	
	 男・女
	本籍地又は国籍
	　　　　　　　都・道・府・県



	　生年月日（年齢）
	　　　 　年　　 月 　　日生（　歳）
	自　    宅
	電話（　　　）　　　－

	現 　　住　　所
	〒　　　－
	勤　務　先
	電話（　　　）　　　－

	
	
	Ｆ　Ａ　Ｘ
	　　（　　　）　　　－

	
	
	 e-mail
	

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　　　　　　　　　　　　　　　歴

	　　年　　　月
	　　　　　　　　　事　　　　　　　　　　　　　　　項

	
	

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　　位　・　免　　許　・　資　　格

	年　　　月
	　　　　　　　　　事　　　　　　　　　　　　　　　　項

	
	

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職　　　　　　　　　　　　　　　歴

	　　　年　　　月
	　　　　　　　　　　事　　　　　　　　　　　　　　　項

	
	

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学 会 及 び 社 会 に お け る 活 動 等

	　　　年　　　月
	　　　　　　　　　　事　　　　　　　　　　　　　　　項

	
	

	　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　賞　　　　　　　　　　　　　　　　罰

	年　　月
	　  　　　　　　　　　事　　　　　　　　　　　　　　　　項

	
	


上記のとおり相違ありません。

　　平成　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　別紙様式２及び別紙様式３記載上の注意

　　別紙様式２

　　・年、月は和暦で記入すること。

・学歴は、高等学校卒業以降の全ての学歴について記載し、それぞれ入学、卒業を記載
　すること。
　　　例）○○県立○○高等学校卒業

　　　　　○○大学○○部○○学科入学

　　　同上　　　　　卒業

　　　　　○○大学大学院○○学研究科入学

　　　　同上　　　　　　　修了

· 博士号取得者は大学名、甲（課程修了）乙（論文博士）と番号を｢学位・免許・資格｣の欄に「医学博士（香川大学博甲第○○○○号）」などのように記入すること。また、国立大学法人はH3.6～で医学博士→博士（医学）に変わっているので注意すること。

· 学会専門医、認定医等の資格がある場合は｢学位・免許・資格｣の欄に記載すること。資格の番号（第○○○○号）も併せて記入すること。

· 研究従事及び研究生の身分を有していた期間がある場合は｢職歴｣の欄に記載すること。

· 外国留学歴を有する者は、国名、受入れ機関名及び受入れ身分(職名等)を｢職歴｣の欄に

記載すること。

　　・氏名は自筆であること。

　　別紙様式３

· 基礎系教官及び看護学科教官は、別紙様式３の診療に関する調書は作成不要。

· 教育について、(1)及び(2)は所属機関等における教育関係を記載する。

過去、在職していた機関での教育関係を記載しても結構です。

　例）教育者としての研修・指導実績等、講義・実習等、卒前・卒後教育の役割等
